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事業の定量目標は予定通り達成できましたか？

改善案（想定以下の場合）

事業の定性目標は予定通り達成できましたか？

スタートが遅れたが、有意義な円卓会議が開催できた。

すべての工程を丁寧に進行できましたか？
当初の想定通りに相互の強みが発揮されましたか？
当初の想定通りに役割分担が行われましたか？

2015.4.18
「事業実施前の岡山市の状況」
文章、数値、図等により事業実施前の岡山市の状況を表してください。岡
山市（担当課）やその他の利害関係者との関係性も記載してください。

「事業実施後の岡山市の状況（成果）」
文章、数値、図等により事業実施後の岡山市の状況を表してください。岡山市（担当
課）やその他の利害関係者との関係性の変化や協力状況なども記載してください。
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n 評価項目

事業はスケジュール通り進行しましたか？

岡山市市民協働推進モデル事業　評価表/公開用
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787,600 630,000 記入日

決算は概ね予算通りの収支となりましたか？
協働による相乗効果が発揮されましたか？

当初の想定通りに利害関係者を巻き込みましたか？
団体と担当部署の情報共有は積極的に図られましたか？

終了編

事業名 自立する子どもを育むための体験活動推進事業
団体名 特定非営利活動法人岡山市子どもセンター
担当部署名

体験活動実施団体

752団体（岡山市内）

当法人が平成25年度に実施した調査によると、岡山市内には

体験活動を提供している団体・施設は752団体あるが、それぞ

れの目的、体験活動内容が子ども及び保護者に十分に認知さ

れているとは言えないうえ、各団体が参加者の獲得やプログラ

ム内容の改善、広報、後継者不足等、同様の課題を抱えてい

るが、具体的な解決策は見いだせていないことがわかった。

市内小・中学生：56460人

（H26年5月時点）

及びその保護者 体験活動の価値や

子どもへの効果が

伝えられない。

効果・必要性が判

断できない。または

活動を知らない。

「円卓会議の開催」

体験活動実施団体に関わりのある市内の13
団体が一堂に会し、調査結果を共有するとと

もに共通の課題解決の方策を検討し、協力し

て実施していいくこととなった。

構成団体（一部）

・岡山市子どもセンター

・岡山市（子ども企画総務課、中央公民館）

・自然体験リーダーズクラブ

・ボーイスカウト、ガールスカウト（岡山連盟）

・岡山県自然保護センター など

「3つのプロジェクト案」

①体験活動の魅力をテーマとした

著名人のエピソードを紹介する。

②「体験活動アワード」を開催する。

③体験活動の評価基準を策定する。

子ども・保護

「平成27年度以降に

期待される効果」

①体験活動の価値が

可視化され、保護者

や子どもが必要性を

判断しやすくなる。

②質の高い体験活動

プログラム（選択肢）

が増える。

「平成26年度の成果」

団体の相互理解が深

まり、多様な主体がと

もに考え、行動する基

盤が確立された。


